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ヨーロッパ視察

1日目の視察先

1. 羽田からヒースローへ
2. デパートHarrods
3. 夕食） Scott’s

Noda Note

イギリスの効率の良さ、便利への進化はものすごいものがあ
る。その反面、異常に物価が高くなっているのと、移民問題、
若者失業率拡大が問題になっている。
日本はどれを選択するのか考えないと行けない時期だろう。
ハロッズ、スコッツ２つの老舗店を見て
伝統と継続、変わることと変わらないことをしっかり区別し、
変わることをしていくのが大切と痛感。

2026/05/16

1. ヒースロー空港

ロンドンには、夕方16時頃到着し
ロンドンは、入国が変わったことにより
昔は1時間、2時間待つのがざらでしたが
今は5分で完了です。
便利は良いです。

そして、夜は
創業1824年、創業から202年の百貨店ハ
ロッズに行き
1階ハイブランドの奥に食品売り場があり
そこに、食事できるところがあり
食事の前に、ワインを1杯飲みながら
ハロッズにいるお客様を観察。

ハロッズはショッピングバッグが35ポンド（日
本円で約7,000円）もするような所で買い
物する人はどんな人なのか？と見てました
。

2. デパートHarrods

ロンドンは、
人口約920万人と世界でも有数の人口過密都市。
1人当たりGDPは、約69,077ポンド（日本円で約1,300万〜1,400万円前後）
イギリス全体の平均（約39,000ポンド）を大きく上回り
日本の2024年の1人あたり名目GDPは、3万3785ドル
より大きい。
しかし、東京だけで見ると
東京都の1人当たりGDPは約850万〜870万円（約5万5,000〜6万ドル）
と、遜色はないが
そうはいっても、ロンドンの物価も、賃金も日本、東京を大きく引き離して
高くなっている。
日本で1,000万円の年収は高い部類だが、ロンドンではかなり生活できない水準だとか。日本の相対的低下を感じる。
https://www.metro.tokyo.lg.jp/information/press/2026/03/2026032607

ショッピングバックが高い、小サイズで35ポンド、約7000円
大サイズで５０ポンド、約１万円

ハロッズの陳列はとにかく美しい

ハロッズ内のバーで一杯
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4日目の視察先

1. セビーリャ
2. ヘレス Tio Pepe
3. ヘレス Bodegas Tradicion
4. カディス バル巡り

Noda Note

スペインの地方都市に来ると一番思うのは、中小企業の経営
の仕方が明確に見えてくること。
それは、何かに特化し、数を集め、食を絡ませる。
それを世界に輸出していく。
これはとてつもなく面白い。
日本の中小企業メーカーも参考にして欲しい。

2026/05/19

1. セビーリャ街を散策

この時期5月のヨーロッパはサマータイムでもあり、7時頃日が昇り、21:30頃日
没。なので観光には好都合で、朝ゆっくり散歩をし、いろいろ見て回り、次の街に
ついても夕方から夜にかけてゆっくりできる。

最初に行ったのは、世界遺産である「セビリア大聖堂」

アメリカ大陸を発見したコロンブスのお墓がある。コロンブスはイタリア出身です
が、その当時航海にお金を出したのがスペイン王室なので、ここに眠っているそ
うです。

1402年から約100年かけて建設された世界最大級のゴシック様式の大聖堂。
バチカンのサン・ピエトロ大聖堂などを除くと、世界最大級の教会建築。当時の
セビーリャが「世界経済の中心都市だった」ことがわかる。

大聖堂の横にある塔は、ヒラルダの塔（ラ・ヒラルダ）、元々、イスラム王朝時代
のモスクのミナレット（礼拝塔）。その後キリスト教勢力が再征服し、鐘楼として利
用。イスラム文化とキリスト教文化が融合しているのがこの建築。

セビーリャのスペイン広場
1929年の博覧会のために建設
イスラム風、ルネサンス風、スペイン風が混ざった建築
スターウォーズ エピソードⅡのロケ地
惑星ナブーの宮殿として使われた。

Noda Note

人口70万人都市でありながら、世界から人を呼べるのは、歴史と圧
倒する何かを配置してあることが理由ではないか？
日本で70万人都市は、熊本市(約73万人)、岡山市(約72万人)、静岡
市(約68万人)など。

過去の歴史を今に残す工夫も面白い、映画のロケ地に使ってもらう
ことや、1929年当時のパビリオンを、現在、ペルー館、ポルトガ
ル館は、現在、領事館として使用されている。

歴史を残すために、転用、ストーリーの再構築が必要であり、企業
も参考にし、活用すると良いだろう。

2. ヘレス Tio Pepe 会社名 González Byass(ゴンサレス・ビアス)
シェリー酒のブランド名：Tío Pepe（ティオ・ペペ）
1835年創業 約190年の歴史
シェリー酒はこの周辺でしか名乗れない。
この会社は、世界最大のシェリー酒メーカー。
シェリー酒は、ワインにブランデーを加え度数を上げたもの。(実際はもっと複雑
だが）なぜそうしたかというと、大航海時代冷蔵技術がなく、ワインだと劣化する
。それを防ぐために、度数を上げ、さらにフロールという酵母の膜で酸化を防い
でいる。
売上 約2億4,000万ユーロ（約408億円）
70％以上を輸出
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5日目の視察先
2026/05/20

5. ジブラルタル

産業 GDPへの寄与イメージ

オンライン・ゲーミング 約20〜25％

金融サービス 約20％前後

観光・小売 約20〜25％

海運・港湾サービス 約10％前後

英国軍関連 約7％前後

その他サービス・公共部門など 残り

GDPは、2024/25年度は約30.9億ポンド(約6,000億円）
予測。人口が少ないので、1人当たりは2,000万円くらい
になり、かなり高い。

Noda Note

「人口商売ではなく、制度・信用・規制環境を商品にし
ている地域」戦国時代の織田信長の楽市楽座のように、
その場所を活かしたビジネスが出来るようにすると人が
集まるということか。
それも人数が少ないと、1人当たりが高くなる。
これは日本の地方が見習うべき方法かもしれない。

入国すると、マリーナのあるリゾートのよ
うだ。そこで、夕方夕日を見ながら乾杯。
夕日と言っても、夜の8時30分くらいだ。

ジブラルタルに複数店舗ある
エロスキ・センター
一般商品はスペインと比較しても高い。
しかし消費税・VATがないため、
酒・たばこ・香水・ブランド品等は安く感じるため、高額品は
こちらで買う人もいるそうだ。スペインの消費税は21％なので、
家電なども安く感じる場合がある。

12個入り
Lサイズ3.12ポンド（約620円）
Mサイズ2.72ポンド（約540円）
1リットル牛乳 1.15ポンド（約230円)

6. リネア

ラ・リネアから見たジブラルタル。
「スペイン側からジブラルタルへ入るための国境の街」
「La Línea」はスペイン語で 線・境界線 という意味。
人口約7万人。ジブラルタル依存型の国境経済。

バル1軒目 ジブラルタル BARBARY

バル2軒目 BODEBAR バル3軒目 La BODEGUIYA バル4軒目 La CHIMENEA

イギリスから来た若者も、価格差を利用してかバルでたくさん飲んでいた。
観光客も少なく、ゆっくり飲むにはほどよい。
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12日目の視察先
2026/05/27

3. Le Jardin Restaurant（ル・ジャルダン）

ホテル、ロイヤル・マンスール・マラケシュ
現在のモロッコ国王ムハンマド6世が「世界に誇る
モロッコの伝統建築と最高峰の職人技（クラフト
マンシップ）を後世に伝える」ために、予算に一
切の制限を設けず、国家の威信をかけて創り上げ
た世界唯一のウルトララグジュアリーホテル。
2010年の開業までに3年の歳月を費やし、1,200人
を超えるモロッコ最高峰の伝統職人（マアルム）
が携わる。
客室はなく、53棟の独立したリヤド(邸宅)
「スタッフがゲストの前に一切姿を現さずに、す
べてのサービスを完結させる」移動はすべて地下
トンネル。「メディナ（旧市街）の中のメディ
ナ」というコンセプトで、世界遺産の古い街並み
がきれいに再現されている。

ホテルの壁が高く
取り囲む。
世界の富裕層が来
て
この中で完結して
いる

庭園の中にあるレストラン
この日は40度近くあり、ものすごく暑
かった。
レストランは、高級だが堅苦しくなく、
ホスピタリティも素晴らしかった。た
だ、提供時間がものすごく長い。時間
に余裕のある人向けのラグジュアリー
ホテルだなと感じた。

4. ジャマ・エル・フナ広場

世界遺産。
この広場は形のある建造物としての評価だけでなく、そこで何世紀にもわたって受け継がれてきた「無形文
化（人々の営みや口承伝統）の価値」が認められ、世界遺産（および無形文化遺産）に登録されました。無
形文化資産というそれまでは建築や形のあるものが世界遺産の中心だったが、文化そのものを守ることが大
切だとして、無形文化遺産誕生のきっかけになった場所。
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15・16日目の視察先
2026/05/30･31

サンティアゴ大聖堂
14世紀末〜15世紀初頭に建てられたゴシック様式の教会を起源とし、1950
年に大聖堂へ昇格した。

5. ビルバオ・グッゲンハイム美術館

20世紀のアメリカを代表する日系二世の
女性彫刻家。収容所にもいた、壮絶な人
生を送った。メキシコに影響を受けた作
品。
作り方、空間、バランス最高の作品だっ
た。

1997年に開館
建築家フランク・ゲーリーの作品。
ビルバオは、世界でも成功した都市再生の事例であり、生き残るために変化
した都市。
鉄鋼業、造船業で栄えた重工業都市だったが、産業が衰退し、町も衰退した。
自治体は、重工業から「観光・サービス・文化都市」へと180度舵を切る壮
大な都市再生計画を立て、その中核に美術館を作ることにし、グッゲンハイ
ムを誘致した。文化都市として、美術館を目的に来る人が増え、街中も整備
され、歩いて回遊できるようになり、人が来るようになった。

鉄の作品。
この町は鉄鋼の町だったのを崩壊し、文化の町として再生した
リスペクトとオマージュが表現されている。

6. 夕食）バル巡り

1軒目）El Puertito オイスターバー 2軒目）El pintxito 串焼き

またまた再会 3軒目）El Globo
蟹グラタン

4軒目）Restaurante Viña
ホセリーニのハム
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－6－

この続きは、参加者限定です。

帰国後レポートでは、
現地で見たことを写真とともに振り返り、
経営への示唆として整理します。

視察は、帰国してから学びが深まります。

▼募集中の視察
アメリカ視察
https://br7.jp/202609-usa/

韓国視察
https://br7.jp/202608-seoul/

https://br7.jp/202609-usa/
https://br7.jp/202609-usa/
https://br7.jp/202609-usa/
https://br7.jp/202608-seoul/
https://br7.jp/202608-seoul/
https://br7.jp/202608-seoul/

	Slide 1
	Slide 2
	Slide 3
	Slide 4
	Slide 5
	Slide 6

